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２０１２年２月期１月度の営業概況 

 

 

１．業績の進捗 

１月度（2011年12月21日～2012年１月20日）の国内直営店舗の営業収益は、47億87百万円、 

前期比99.0％（曜日調整後100.0％）となりました。 

※月次の数値は、財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上（未監査）の数値です。 

 

２．月次売上高の前期比伸び率の状況（国内直営店舗） 

                                       （単位：％） 

１月度 当期累計（３月度～１月度）  

全店 既存店 全店 既存店 

遊戯機械売上 97.3 97.4 99.6 100.1

商品売上 106.9 107.0 106.8 107.6

遊戯施設売上計 99.1 99.2 101.1 101.7

売上高合計 99.0 99.2 101.1 101.6

※今年度の１月度は昨年に対し、正月休みが１日から９日と１日短いため、売上高前期比伸び率への

影響は1.0％減になります。 

 

３．営業の概況 

今期の１月度は、昨年の正月休みが１日から10日（成人の日）までの10日間あったのに対し、１日

から９日（成人の日）までの９日間と１日減少したことから、その影響額は概ね50百万円の減少となり

ました。それにより、遊戯機械売上の既存店売上伸び率が97.4％（曜日調整後98.4％）と前年を若干下

回りましたが、カードグループ主体の商品売上は同107.0％と好調に推移しました。 

グループ別の動向は、売上構成比の高いプライズグループ（既存店売上伸び率90.0％）が人気景品の

一巡から落ち込みましたが、カードグループ（同110.5％）や時間制遊具グループ（同115.4％）、メダ

ルグループ（同104.5％）等の伸びで売上高合計では前年並みを維持することができました。 

 

４．出退店の状況 

今期に入り（２/21～１/20）国内新規出店は５店舗、退店は５店舗となります。 

※2012年１月20日現在の中国での店舗数は５店、マレーシアは20店舗となります。 

以上 


